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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属するプロテアーゼ活性化受容体サブファミリーのメンバーをコードしています。コードされている受容体はタンパク質分解によって処理され、細胞外N末端に結合したリガンドが受容体に結合して活性化します。この受容体は、血液凝固、炎症、疼痛反応に関与しています。この遺伝子の低メチル化は、ヒト患者における肺がんと関連している可能性があります。[RefSeq提供、2016年9月]、機能：ホスホイノシチド加水分解を刺激するGタンパク質に共役した活性化トロンビンまたはトリプシンの受容体。血小板の活性化に関与している可能性がある。,PTM：タンパク質分解により、結合型リガンドとして機能する新たなN末端が生成される。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：広く発現しており、肺、膵臓、甲状腺、精巣、小腸で最も高い発現を示す。脳、腎臓、脊髄、末梢血白血球では発現しない。血小板でも検出される。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	PAR4抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PAR4抗体を用いたHepG2細胞およびJurkat/HeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PAR4 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	PAR-4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

